
 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 結果の詳細 
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（１）小学校国語 

① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

   【国語Ａ】 

 

 

  
 

 

 

 

 

【国語Ｂ】 

 

 

  

 

 

 

イ 調査区分ごとに見た傾向（全国平 均（公立）を 100 とする） 

 

 

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国（公立）の児童を正答数の大きい順に整列させ，人数比率に

より 25％刻みで４つの層分けを行っている。上位から１番目をＡ層，２

番目をＢ層，３番目をＣ層，４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場

合は，上位の層に含むため，25％を大きく超える場合がある。  
・千葉県の人数比率は，全国のＡ～Ｄ層を基準に示してある。  

 平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は，全国とほぼ同じである。 

平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は，全国とほぼ同じである。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

11.2問

／15問 
 75 % 12.0 2.8 

全 国 
（公立） 

11.2問

／15問 74.8 % 12.0 2.8 

 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜9 問 10〜11 問 12 問 13〜15問 

千葉県 
（公立） 

22.0 % 22.8 % 16.3 % 38.9 % 

全 国 
（公立） 22.4 % 22.8 % 16.2 % 38.6 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

 5.2問
／9問 

57 % 5.0 2.2 

全 国 
（公立） 

5.2問
／9問 

57.5 % 5.0 2.2 

 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜3 問 4 問 5～6 問 7〜9 問 

千葉県 
（公立） 

23.2 % 12.5 % 33.2 % 31.2 % 

全 国 
（公立） 23.2 % 12.5 % 33.3 % 31.0 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国平均を 100 としたときの指数で示している） 
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○経年変化グラフ 

 

 

 

 

 

88

94

100

106

知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成29年度

88

94

100

106

知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成28年度

H25 H26 H27 H28 H29
知 識 98.7 104.0 102.1 99.5 100.3
活 用 101.4 100.0 98.6 99.8 99.1

94

96

98

100

102

104

106
知識／活用

H25 H26 H27 H28 H29
選択式 99.2 105.1 100.2 100.7 99.7
短答式 99.8 101.4 102.6 98.9 101.1
記述式 99.5 95.3 96.4 97.6 98.6

94

96

98

100

102

104

106
問題形式

H25 H26 H27 H28 H29
話す・聞く 101.1 101.0 99.6 100.0 98.8
書くこと 100.8 99.3 98.5 99.8 99.4
読むこと 101.8 101.1 101.5 99.6 99.4
伝・国 98.3 103.7 100.8 99.0 100.8

94

96

98

100

102

104

106
領域等

→ → 

→ → 

→ 

知識／活用 

 「知識」は，全国と同程度であるが，昨年度をやや上回っている。「活用」は，全

国と同程度である。 

領   域   等 

 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は，昨年度と比較して上昇した。

「話すこと・聞くこと」は全国をやや下回っている。 

問 題 形 式 

 「短答式」は，全国をやや上回っている。「記述式」は，今年度も全国をやや下回

ったが，昨年度に引き続き上昇傾向にある。 

88

94

100

106

知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成25年度

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成26年度

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成27年度



②　各設問及び質問紙調査に見られる結果と特徴

ア　各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

1 話
３
４

話 選 65.5 -3.7 ▼ 0.2 0.1

２一 書
５
６

書 選 80.4 0.7 0.3 0.2

課題改善 39.4 -2.1 0.3 0.0

(H24) 24.6 1.1 1.9 -0.2

３ 読
３
４

読 選 74.2 -0.2 0.5 0.0

４一
読
・
伝

56
・
34

読
・
言

選 76.2 -3.2 ▼ 0.5 0.0

４二
読
・
伝

56
・
34

読
・
言

選 58.7 1.7 0.8 0.1

５ア 伝
３
４

言 選 90.6 0.6 0.9 0.1

５イ 伝
３
４

言 選 84.4 0.8 1.2 0.2

６ 伝
５
６

言 選 73.0 1.9 1.8 0.2

問
　
題

選

お礼の気持ちを伝えるため
に，どのような内容を書い
ているのか，書かれている
内容の説明として適切なも
のを選択する

設問の概要

学級文集のタイトルを決め
る話合いにおける野村さん
の報告の説明として適切な
ものを選択する

書
５
６

書

学校新聞を書くために，
「時の記念日」についての
【資料】から，小野さんと
今村さんが中心に読むとよ
い段落をそれぞれ選択する

俳句の情景について考えた
こととして適切なものを選
択する

Ａ

グループの話合いを通して
見付けた俳句のよさとして
適切なものを選択する

目的に応じて，文
章の中から必要な
情報を見付けて読
む

目的や意図に応じ，
内容の中心を明確
にして，詳しく書
く

互いの話を聞き，
考えの共通点や相
違点を整理しなが
ら，進行に沿って
話し合う

俳句の情景を捉え
る

ことわざの意味を
理解して，自分の
表現に用いる

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式
　〔肯定的回答〕
　　　　「当てはまる，どちらかといえば当てはまる」など肯定的な選択肢を選択した
　　　　割合の合計
　〔昨年との差〕
　　　　千葉県の今年度（平成29年度）と昨年度（平成28年度）との差を示す

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

　全国を上回るもの
　全国を下回るもの（課題あり）

  △：全国との差３.０ポイント以上
  ▼：全国との差３.０ポイント以下

学
習
学
年

全
国
と
の
差

ことわざの使い方の例とし
て適切なものを選択する
（三度目の正直）

ことわざの使い方の例とし
て適切なものを選択する
（もちはもち屋）

【｢外郎売｣の一部】を音読
して気が付いたことの説明
として適切なものを選択す
る

古文における言葉
の響きやリズムを
楽しみながら読む

２二

手紙の後付けに必要な，日
付，署名，宛て名のそれぞ
れの位置について，適切な
ものを選択する

手紙の構成を理解
し，後付けを書く
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
　
題

設問の概要

問
題
形
式

正答率(％) 無解答率(％)

全
国
と
の
差

出題の趣旨
領
域
等

評
価
の
観
点

設
問
番
号

学
習
学
年

全
国
と
の
差

７(1) 伝
５
６

言 短 41.7 -0.3 11.4 0.8

７(2) 伝
５
６

言 短 79.2 -0.8 5.2 0.6

７(3) 伝
５
６

言 短 94.4 -0.1 3.5 0.5

７(4) 伝
５
６

言 短 92.0 3.2 △ 3.3 0.3

７(5) 伝
５
６

言 短 79.7 2.9 11.6 -0.2

７(6) 伝
５
６

言 短 94.5 0.0 3.4 0.5

１一 話
５
６

話 選 77.4 0.2 0.7 0.2

１二 話
５
６

話 短 70.6 1.4 4.5 0.7

１三
話
・
書

56
・
56

関
・
話
・
書

記 47.3 -1.1 2.8 0.2

２一 書
５
６

書 選 71.9 1.1 0.8 0.1

課題改善 70.9 0.0 3.2 0.0

(H25) 25.7 -0.5 13.3 0.0

課題改善 32.1 -0.9 3.1 0.3

(H27) 32.4 -2.3 4.6 0.6

３一 読
５
６

読 選 74.8 -1.1 3.1 0.5

３二 読
５
６

読 選 28.1 0.1 3.6 0.4

３三
書
・
読

56
・
56

関
・
書
・
読

記 43.9 0.2 21.8 2.4

Ｂ

漢字を書く
（参加たいしょう）

漢字を書く
（４年生のきぼう者）

漢字を読む
（申しこみ期限）

漢字を読む
（事務室前）

漢字を書く
（箱がおいてあります）

漢字を読む
（指示）

スピーチの練習の様子を記
録した動画を見る目的とし
て，適切なものを選択する

折り紙のみりょくについて，
スピーチメモとグループの
話合いで出された意見を基
に書く

【緑のカーテン作りへの協
力のお願い】における文章
の構成の工夫として当ては
まるものを選択する

Ａ

「きつねの写真」を読み，
登場人物の相互関係と場面
に つ い て の 描 写 を 捉 え，
[ Ａ ]に当てはまる言葉と
して適切なものを選択する

「きつねの写真」を読んだ
あとの話合いにおけるア・
イの発言の意図として，適
切なものをそれぞれ選択す
る

関
・
書

登場人物の相互関
係や心情，場面に
ついての描写を捉
える

「きつねの写真」から取り
上げた言葉や文を基に，松
ぞうじいさんととび吉がき
つねだと考えたわけをまと
めて書く

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を正しく書く

動画を見る目的を
捉えることを通し
て，目的や意図に
応じ，適切な言葉
遣いで話す

話の構成を工夫し
て話すことができ
るなどのスピーチ
メモのよさを捉え
る

目的や意図に応じ
て，話の構成や内
容を工夫し，場に
応じた適切な言葉
遣いで自分の考え
を話す

目的や意図に応じ
て，文章全体の構
成を考える

物語を読み，具体
的な叙述を基に理
由を明確にして，
自分の考えをまと
める

自分の考えを広げ
たり深めたりする
ための発言の意図
を捉える

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を正しく読む

グループの話合いの中で，
石田さんたちは，スピーチ
メモを使うことのよさにつ
いてどのように考えている
かについて書く

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を正しく書く

学年別漢字配当表
に示されている漢
字を正しく読む

記２三

｢水  や  り  に  協  力  し  て  くれる
人をぼ集します」の[ イ ]
に入る内容を，中学生から
の【アドバイス】を基に書
く

目的や意図に応じ，
必要な内容を整理
して書く

書
５
６

選２二

【友達の考え】と同じ考え
の人を説得するために引用
する文章を，【『緑のカー
テンを始めよう』の一部】
から選択する

目的や意図に応じ，
引用して書く

書
５
６

書
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小学校・国語【課題の見られた設問の例】 

Ａ１ 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

考えの共通点や相違点を整理しながら進行に沿って話し合う 
県 差 

65.5 -3.7 

※「差」は，全国平均との差を示している。 

Ａ２二 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

手紙の後付けの日付，署名，宛て名のそれぞれの位置について，適切

なものを選択する 

県 差 

39.4 -2.1 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○
正
答
は
３
で
あ
る
が
、
４
と
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
十
九
．
七
％

で
あ
る
。
対
立
す
る
二
つ
の
意
見
に
つ
い
て
一
方
の
理
由
だ
け
に
着
目
し

て
い
た
児
童
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
話
合
い
の
目
的
や
到
達
点
（
一
つ
の
こ
と
に
ま
と
め
る
、
合
意
を
形
成
す

る
な
ど
）、
進
め
方
な
ど
を
確
認
し
、
司
会
者
や
提
案
者
、
参
加
者
な
ど
の

役
割
に
基
づ
い
て
話
合
い
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

○
話
合
い
の
際
に
は
、
互
い
の
考
え
の
共
通
点
や
相
違
点
を
整
理
す
る
こ
と

や
、
相
違
点
が
ど
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
か
に
着
目
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

○
正
答
は
４
で
あ
る
が
、
３
と
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
二
七
．
七
％
で
あ
る
。
自
分
の

名
前
を
最
後
に
書
く
と
考
え
た
児
童
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
前
文
、
本
文
、
末
文
、
後
付
け
と
い
っ
た
手
紙
の
構
成
や
位
置
な
ど
、
形
式
の
指
導
に
と

ど
ま
ら
ず
、手
紙
の
形
式
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。ま
た
、

書
写
と
の
関
連
を
図
り
、丁
寧
に
手
紙
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。 
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Ａ４一 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 

俳句の情景を捉える 
県 差 

76.2 -3.2 

 

 

Ｂ３三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

物語を読み，具体的な叙述を基に理由を明確にして，自

分の考えをまとめる 

県 差 県 差 

43.9 0.2 21.8 +2.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

○
正
答
は
３
で
あ
る
が
、
２
と
解
答
し
て
い
る
児
童
の
割
合
は
十
二
．
〇
％
で
あ

る
。
句
中
の
「
白
し
や
」
と
い
う
語
や
、
話
合
い
の
中
の
「
白
と
い
う
月
の
色
」

と
い
う
語
に
着
目
し
た
児
童
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
児
童
が
俳
句
を
繰
り
返
し
音
読
し
な
が
ら
、
言
葉
の
美
し
い
響
き
や
俳
句
の
リ

ズ
ム
に
着
目
し
て
、
情
景
や
作
者
の
思
い
な
ど
に
つ
い
て
交
流
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
想
像
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

○
叙
述
を
基
に
根
拠
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
児
童
の
割
合
は
十
九
．
五
％
で
あ
る
。
ま

た
、
叙
述
を
基
に
せ
ず
想
像
し
た
こ
と
だ
け
を
書
い
た
り
、
物
語
を
読
ん
だ
感
想
を
書
い
た
り
す
る

な
ど
の
解
答
を
し
た
児
童
の
割
合
（
類
型
９
）
は
八
．
一
％
で
あ
る
。 

○
叙
述
を
基
に
理
由
を
明
確
に
し
て
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
際
、
そ
の
叙
述
を
見
付
け

る
た
め
に
は
、
場
面
の
展
開
に
沿
っ
て
、
登
場
人
物
の
言
動
や
心
情
の
変
化
を
捉
え
て
読

む
必
要
が
あ
る
。
特
に
高
学
年
で
は
、
象
徴
や
暗
示
を
含
ん
だ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
を
強

く
意
識
さ
せ
た
り
す
る
表
現
や
内
容
な
ど
に
着
目
し
て
読
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

一
つ
の
場
面
の
叙
述
に
と
ど
ま
ら
ず
、
複
数
の
場
面
の
叙
述
を
相
互
に
関
係
付
け
な
が
ら

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。 
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 知識(Ａ問題)，活用（Ｂ問題）ともに全国と同程度である。 

◇ 「国語の勉強が好き」な児童の割合が全国より高い状況が継続している。 

◇ 記述式の正答率は，全国を下回ったが，昨年度より改善され，上昇傾向にあ 

る。 

課題 

◆ 手紙の後付けの正しい位置を問う出題は，全国を下回っている。今回と同様の趣旨で

出題された平成２４年度調査より改善は見られたものの，引き続き課題が見られる。 

◆ 昨年度に引き続き，無解答率が全国より高い設問が多く，継続した課題に挙げられる。

児童質問紙において「自分の考えを書くとき，理由が分かるように気を付けて書いて

いる」という質問に対して，肯定的な回答の割合は，全国に比べてやや低い。 

 

話すこと 

聞くこと 

◇ スピーチメモを活用することのよさを捉えることは，全国を上回っている【Ｂ１二】。 

◆ 互いの話を聞き，共通点や相違点を整理しながら進行に沿って話し合うことは，全国

を大きく下回っている【Ａ１】。 

書くこと 

◇ 目的や意図に応じて文章全体の構成を考えることは，全国を上回っている

【Ｂ２一】。 
◆ 手紙の構成を理解し，後付けを書くことは，全国を下回っている【Ａ２二】。 

読むこと 

◇ 俳句の情景や表現を捉えて読むことは，全国を上回っている【Ａ４二】。 

◆ 俳句に用いられた語句が表現する様子を捉えることは，全国を大きく下回って

いる【Ａ４一】。 

◆ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写を捉えることは，全国を下回ってい

る【Ｂ３一】。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 漢字を読んだり書いたりすることが，昨年度に引き続き，全国を上回っている。 
  ・「事務室前」【Ａ７（４）】  ・「おいてあります」【Ａ７（５）】 
◇ 古文における言葉の響きやリズムを楽しみながら読むことが，全国を上回っている

【Ａ６】。 

その他 

◇ 児童質問紙において，【７７】「文章で解答する問題にどのように解答したか」

という質問に対して，「全ての問題で最後まで書こうとした」と回答した児童の

割合が昨年度を上回っている(H29 74.9％，H28 73.5％)。また，【６９】「国語

の勉強は好きか」(千葉 62.2％，全国 60.5％),【７２】「読書は好きか」(千葉

74.6％，全国74.3％)の肯定的な回答の割合は，全国よりも高い状態が継続して

おり，児童の国語に対する意欲がうかがえる。 

◆ 児童質問紙において，【７４】「目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり書

いたりしているか」(千葉66.8％，全国68.0％)，【７６】「自分の考えを，理由が

分かるように気を付けて書いているか」(千葉72.8％，全国74.8％)という質問に

対して，肯定的な回答の割合が全国より低い。また，学校質問紙における，同趣旨

の質問（【６６】「…話したり聞いたりする授業を行っていたか」(千葉 90.4％，

全国 92.2％)，【６７】「…書く習慣を付ける授業を行っていたか」(千葉 89.5％，

全国 93.4％)）に対しても，肯定的な回答の割合は，全国より低い。教科指導はも

とより，日常の活動においても，話したり書いたりする場面を，意図的に設定し，

指導することが必要である。 
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授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より） 
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（２）中学校国語 

 ① 全体的な結果 

ア 正答数の分布 

 

   【国語Ａ】 

 

  

 

 

 

 

 

 

  【国語Ｂ】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＊「Ａ～Ｄ層」について  
・各層は全国（公立）の生徒を正答数の大きい順に整列させ，人数比率に

より 25％刻みで４つの層分けを行っている。上位から１番目をＡ層，２

番目をＢ層，３番目をＣ層，４番目をＤ層と呼称する。正答数が同じ場

合は，上位の層に含むため，25％を大きく超える場合がある。  
・千葉県の人数比率は，全国のＡ～Ｄ層を基準に示してある。  

 平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は，全国とほぼ同じである。 

平均正答率は，全国と同程度である。正答数の分布は，全国と比べてＡ層の割合

が低く，Ｃ層，Ｄ層が高くなっている。 

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

6.5問
／9問 

72 % 7.0 2.2 

全 国 
（公立） 

6.5問
／9問 

 72.2 % 7.0 2.3 

 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜4 問 5〜6 問 7 問 8〜9 問 

千葉県 
（公立） 

24.9 % 26.1 % 17.2 % 31.8 % 

全 国 
（公立） 19.2 % 21.1 % 17.6 % 42.2 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  

 
平均 

正答数 
平均 

正答率 
中央値 

標準 
偏差 

千葉県 
（公立） 

24.4問
／32問 

76 % 26.0 5.7 

全 国 
（公立） 

24.8問
／32問 

77.4 % 26.0 5.7 

 

 
D 層 C 層 B 層 A 層 

0〜21 問 22〜25 問 26〜28 問 29〜32 問 

千葉県 
（公立） 

 21.5 % 22.7 % 25.2 % 28.8 % 

全 国 
（公立） 

 23.4 % 21.2 % 25.2 % 30.2 % 

 

＊  ＊  ＊  ＊  

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 

横軸：正答数，縦軸：割合（％） 
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イ 調査区分ごとに見た傾向（全国平均を 100 としたときの指数で示している） 

 

 

 

 

 

 

 ○チャートグラフ 

  

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○経年変化グラフ 
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知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成28年度

88

94

100

106

知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成29年度

→ → 

→ → 

→ 

知識／活用 

「知識」は，全国をやや下回り，「活用」は，全国と同程度である。 

領   域   等 

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が全国を下回っている。 

問 題 形 式 

 「短答式」「記述式」が全国を下回っている。 

H25 H26 H27 H28 H29
知 識 99.7 100.5 100.3 100.7 98.2
活 用 101.0 101.4 99.8 100.6 99.7

94

96

98

100

102

104

106
知識／活用

H25 H26 H27 H28 H29
選択式 100.7 100.7 100.5 101.2 99.1
短答式 98.1 100.5 99.6 99.4 97.4
記述式 100.5 100.2 97.5 99.7 97.7

94

96

98

100

102

104

106
問題形式

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成25年度

88

94

100

106
知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成26年度

88

94

100

106

知識

活用

話すこと

・聞くこと

書くこと

読むこと
伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項

記述式

短答式

選択式

平成27年度

H25 H26 H27 H28 H29
話す・聞く 100.5 100.3 99.8 100.5 100.3
書くこと 101.1 100.2 100.0 100.0 99.2
読むこと 101.1 101.4 100.6 100.6 99.7
伝・国 99.0 100.4 99.9 100.7 96.9

94

96

98

100

102

104

106
領域等



②　各設問及び質問紙調査に見られる結果と特徴

ア　各設問の結果

千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

１ 伝 ２ 言 選 80.7 -0.7 0.2 0.1

２一 話 ２ 話 選 87.3 -0.5 0.2 0.1

２二 話 １ 話 選 79.9 0.3 0.3 0.0

３一 書 ２ 書 短 85.2 -0.8 4.2 0.9

課題改善 83.6 -0.7 0.3 0.1

(H26小) 61.1 2.4 0.2 0.2

４一 読 １ 読 選 82.1 1.1 0.2 0.0

４二 読 １ 読 選 72.3 -0.6 0.3 0.0

問
　
題

見出しの内容に対するまと
めとして適切なものを選択
する

文章の要旨を捉え
る

それまでがんばってきた様
子が読み手により伝わるよ
うに書き直す

書いた文章を読み
返し，語句の使い
方を工夫して書く

スピーチの構成を説明した
ものとして適切なものを選
択する

Ａ

画面に示された字幕につい
ての説明として適切なもの
を選択する

話し言葉と書き言
葉との違いを理解
する

スピーチをより分かりやす
くするためにイラストを提
示する箇所として適切なも
のを選択する

目的に応じて資料
を効果的に活用し
て話す

３二
一文を書き加える際に参考
にした助言として適切なも
のを選択する

書いた文章につい
ての助言を基に，
自分の表現を見直
す

問
題
形
式

文章について説明したもの
として適切なものを選択す
る

文章の構成や展開,
表現の特徴につい
て自分の考えをも
つ

事実と考えとの関
係に注意し，構成
を工夫して話す

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

（凡例）

　〔出題の趣旨〕
　　　　「課題改善」　過去の調査結果からの課題を踏まえた問題
　　　　「同一」　　　過去の調査と同一の問題
　〔領域等〕学習指導要領の領域等
　　　　「話」　話すこと・聞くこと　　　「書」　書くこと　　　「読」　読むこと
　　　　「伝」　伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
　〔評価の観点〕
　　　　「関」　国語への関心・意欲・態度　　　　　「話」　話す・聞く能力
　　　　「書」　書く能力　　　　　　　　　　　　　「読」　読む能力
　　　　「言」　言語についての知識・理解・技能
　〔問題形式〕
　　　　「選」　選択式　　　　　「短」　短答式　　　　　「記」　記述式
　〔肯定的回答〕
　　　　「当てはまる，どちらかといえば当てはまる」など肯定的な選択肢を選択した
　　　　割合の合計
　〔昨年との差〕
　　　　千葉県の今年度（平成29年度）と昨年度（平成28年度）との差を示す

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

  △：全国との差３.０ポイント以上
  ▼：全国との差３.０ポイント以下

　全国を下回るもの（課題あり）
　全国を上回るもの

学
習
学
年

書 ２ 書 選
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
　
題

問
題
形
式

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

５一 書 ２ 書 選 81.3 1.5 0.2 0.0

５二 書 １ 書 選 92.6 -0.1 0.2 0.0

課題改善 74.6 -0.2 0.5 0.0

(H26小) 66.3 1.0 0.5 0.5

６二 読 １ 読 選 60.3 0.2 0.6 0.1

７一 話 １ 話 短 55.2 1.2 6.1 1.0

７二 話 １ 話 選 81.5 1.1 0.5 0.1

８一 読 ２ 読 選 81.6 -0.3 0.8 0.2

課題改善 71.8 -0.5 1.0 0.2

(H26小) 47.7 -0.8 21.8 2.0

９一１ 伝 ２ 言 短 46.9 -15.9 ▼ 25.6 9.8 ▼

９一２ 伝 ２ 言 短 62.8 0.5 15.2 1.7

９一３ 伝 ２ 言 短 84.2 -1.2 9.9 1.6

９二１ 伝 ２ 言 短 98.5 -0.2 1.1 0.2

９二２ 伝 ２ 言 短 93.7 -0.8 1.0 0.2

Ａ

〈推薦者から〉の欄に書き
加える具体例に使う情報と
して適切なものを選択する

目的や意図に応じ
て材料を集め，自
分の考えをまとめ
る

漢字を書く（組織のキボを
大きくする)

漢字を書く(店をイトナむ)

先生から必要な情報をもら
うために適した発言に直す

相手に分かりやす
いように語句を選
択して話す

詩について説明したものと
して適切なものを選択する

漢字を書く（雨で運動会が
エンキになる)

〈立候補者から〉の欄の書
き方を説明したものとして
適切なものを選択する

文章の構成を工夫
して分かりやすく
書く

「どれもこれも仁王を蔵し
ているのはなかった」の意
味として適切なものを選択
する

話すための材料を
人との交流を通し
て集める

８二
二人の交流の様子について
説明したものとして適切な
ものを選択する

文章に表れている
ものの見方や考え
方について，交流
を通して自分の考
えを広くする

読 １ 読 選

文脈に即して漢字
を正しく書く

文脈に即して漢字
を正しく読む

漢字を読む(覚悟を決める)

漢字を読む（鮮やかな色合
い)

６一

登場する人物を整理したも
のに当てはまる人物の組合
せとして適切なものを選択
する

読 １ 読 選

場面の展開や登場
人物の描写に注意
して読み，内容を
理解する

結論にたどり着いた理由と
して適切なものを選択する

文章の表現の仕方
について自分の考
えをもつ
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
　
題

問
題
形
式

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

９二３ 伝 ２ 言 短 94.5 0.2 1.3 0.2

９三ア 伝 １ 言 選 68.9 -8.0 ▼ 1.0 0.3

同一 58.6 -2.8 0.8 0.1

(H26) 61.2 2.0 1.0 1.0

９三ウ 伝 ２ 言 選 85.4 -0.3 0.8 0.1

９三エ 伝 １ 言 選 95.1 -0.4 0.7 0.1

９三オ 伝 ２ 言 選 93.9 -0.3 0.8 0.2

９四 伝 ２ 言 選 91.3 -0.3 0.9 0.2

９五 伝 １ 言 短 32.7 -3.1 ▼ 15.4 2.3

９六１ 伝 １ 言 選 41.4 -8.2 ▼ 1.3 0.3

９六２ 伝 １ 言 選 60.9 -2.8 1.4 0.3

９七１ 伝 ２ 言 短 75.9 -1.3 5.1 1.2

９七２ 伝 １ 言 選 81.0 2.5 1.6 0.3

適切な語句を選択する
(えりを正して話を聞く)

Ａ

楷書と比較したときの行書
の説明として適切なものを
選択する

楷書と行書との違
いを理解する

「徒然草」の作品の種類と
して適切なものを選択する

古典には様々な種
類の作品があるこ
とを知る

「徒然草」の中の語句の訳
を抜き出す（あやしう）

９三イ

適切な語句を選択する（よ
い結果を早く出したいとき
は，急がば回れといわれる
ように，かえって慎重に議
論を進めるべきだ)

伝

文脈に即して漢字
を正しく読む

漢字を読む(水が垂れる)

１ 言 選

語句の意味を理解
し，文脈の中で適
切に使う

適切な語句を選択する（私
は映画が大好きです。ただ
し，映画なら何でも見るわ
けではありません)

行書の特徴を理解
する

行書で書かれた「和」の特
徴の組合せとして適切なも
のを選択する

古文と現代語訳と
を対応させて内容
を捉える

話合いの記録として適切な
言葉を考える

事象や行為などを
表す多様な語句に
ついて理解する

助詞の働きについ
て理解する

適切な語句を選択する
(チームの勝利を確信する)

言い直した意図として適切
なものを選択する

適切な敬語を選択する（先
生もこの書店をよくご利用
になるのですね)
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千
葉
県
（

公
立
）

千
葉
県
（

公
立
）

問
　
題

問
題
形
式

無解答率

出題の趣旨

全
国
と
の
差

全
国
と
の
差

正答率

設
問
番
号

設問の概要
領
域
等

評
価
の
観
点

学
習
学
年

１一 読 ２ 読 選 84.5 0.4 0.2 0.1

１二 読 １ 読 短 83.1 -1.0 6.1 0.8

１三

書
・
読
・
伝

１
・
１
・
１

関
・
書
・
読
・
言

記 39.9 -1.5 16.0 1.7

２一 話 ２ 話 選 85.5 0.1 0.2 0.0

２二 話 ２ 話 選 74.8 0.6 0.3 0.0

２三
話
・
書

１
・
２

関
・
話
・
書

記 56.2 -1.4 6.7 0.9

３一 書 １ 書 選 74.8 -0.5 0.4 0.1

３二 読 １ 読 選 78.7 0.0 0.5 0.0

３三 書 １
関
・
書

記 67.6 -1.2 8.5 1.1

Ｂ

アンケートをとる対象と質
問内容，その質問について
の回答を基にした内容を載
せることで興味をもっても
らえると考えた理由を書く

必要な情報を集め
るための見通しを
もつ

スピーチの内容を聞き手か
らの意見に基づいて直す

相手の反応を踏ま
えながら，事実や
事柄が相手に分か
りやすく伝わるよ
うに工夫して話す

本の紹介カードに書かれて
いる登場人物の様子が具体
的に表現されている箇所と
して適切なものを選択する

登場人物の言動の
意味を考え，内容
を理解する

地の文にある言葉を発した
人物を文章の中から抜き出
す

場面の展開や登場
人物などの描写に
注意して読み，内
容を理解する

スピーチの中で実演を行っ
た意図として適切なものを
選択する

目的に応じて資料
を効果的に活用し
て話す

聞き手が話し手に伝えよう
としていることとして適切
なものを選択する

話の論理的な構成
や展開などに注意
して聞く

集めた材料を整理
して文章を構成す
る

目的に応じて必要
な情報を読み取る

比喩を用いた表現に着目し，
感じたことや考えたことを
書く

表現の仕方につい
て捉え，自分の考
えを書く

下書きについての説明とし
て適切なものを選択する

太宰治と他の作家との関係
を書き直したものとして適
切なものを選択する
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中学校・国語【課題の見られた設問の例】 

Ｂ２三 

問題の概要・趣旨 正答率（％） 

スピーチの内容を聞き手からの意見に基づいて直す 
県 差 

56.2 -1.4 

 

 問題の概要・趣旨 正答率（％） 

Ａ９三 

ア・イ 
語句の意味を理解し，文脈の中で適切に使う 

 県 差 

ア 68.9 -8.0 

イ 58.6 -2.8 

※「差」は，全国平均との差を示している。 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○
ア
の
正
答
は
２
で
あ
る
が
、
３
と
解
答
し
て
い
る
生
徒
の

割
合
は
十
五
．
九
％
で
あ
る
。「
え
り
を
正
す
」
と
い
う
慣

用
句
に
な
じ
み
が
な
く
、
意
味
が
理
解
で
き
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

○
イ
の
正
答
は
３
で
あ
る
が
、
１
と
解
答
し
て
い
る
生
徒
の

割
合
は
十
八
．
四
％
、
２
と
解
答
し
て
い
る
生
徒
の
割
合

は
十
五
．
六
％
で
あ
る
。「
急
が
ば
回
れ
」、「
一
事
が
万
事
」、

「
論
よ
り
証
拠
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
に
な
じ
み
が
な
く
、
意

味
が
理
解
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
使

用
例
を
考
え
る
学
習
活
動
が
有
効
で
あ
る
。
そ
の
際
、
語

源
な
ど
を
確
か
め
た
り
、
似
た
意
味
や
反
対
の
意
味
の
言

葉
を
整
理
し
た
り
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
も
効
果
的

で
あ
る
。
ま
た
、
教
師
が
意
識
的
に
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句

な
ど
を
用
い
て
話
し
た
り
、
掲
示
物
や
配
布
物
に
取
り
入

れ
た
り
す
る
な
ど
、
言
語
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。 

○
着
目
し
た
言
葉
に
つ
い
て
複
数
の
類
義
語
で
言
い
換
え

た
り
、
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
な
ど
の
表
現
に

置
き
換
え
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

三 

最
も
適
切
な
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
（  

）
の
１
か
ら
４

ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

ア 

（
１ 

そ
で 

２ 

え
り 

３ 

む
ね 

４ 

わ
き
）

を
正
し
て
話
を
聞
く
。 

 

イ 

よ
い
結
果
を
早
く
出
し
た
い
と
き
は
、
（
１ 

一
事
が

万
事 

 

２ 

論
よ
り
証
拠 

 

３ 

急
が
ば
回
れ 

 

４ 

光
陰
矢
の
ご
と
し
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
か
え

っ
て
慎
重
に
議
論
を
進
め
る
べ
き
だ
。 

○
「
方
法
や
理
由
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
【
意
見
２
】
を
踏
ま
え
て
書
き

直
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
の
割
合
は
十
三
．
九
％
で
あ
る
。 

○
自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
が
、
聞
き
手
に
対
し
て
、
分
か
り
や
す
い
内
容
や
表
現
に
な
っ
て
い
る

か
を
考
え
る
と
と
も
に
、
場
の
状
況
や
聞
き
手
の
様
子
に
応
じ
て
、
話
す
よ
う
指
導
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
際
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
両
方
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
な
ど
の
学
習
活
動
が
有

効
で
あ
る
。 
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 Ａ９五 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

事象や行為などを表す多様な語句について理解する 
県 差 県 差 

32.7 -3.1 15.4 +2.3 

 

Ｂ１三 

問題の概要・趣旨 正答率(％) 無解答率(％) 

比喩を用いた表現に着目し，感じたことや考えたことを

書く 

県 差 県 差 

39.9 -1.5 16.0 +1.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ｐ 

○
字
数
は
合
っ
て
い
る
が
、
あ
と
で
も
う
一
度
話
し
合

う
と
い
う
意
味
で
は
な
い
熟
語
を
解
答
し
た
生
徒
の

割
合
は
四
十
九
．
八
％
で
あ
る
。｢

再
可
決｣｢

考
案
中
」

「
否
決
」
な
ど
と
解
答
し
た
生
徒
は
、
言
葉
と
し
て
は

知
っ
て
い
て
も
、
場
面
や
状
況
に
応
じ
て
適
切
に
使

い
分
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
学
校
生
活
の
中
で
具
体
的
な
場
面
を
取
り
上
げ
、
そ

の
場
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
言
葉
を
使
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、

多
様
な
語
句
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
、
辞
書
を
使

う
な
ど
し
て
調
べ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
学
習
活
動

が
有
効
で
あ
る
。 

○
感
想
欄
に
「
誰
（
何
）
の
／
ど
の
よ
う
な
様
子
か
」
を
明
確
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
の
割
合
は
八
．
六
％
、
心
に
残

っ
た
一
文
の
欄
に
、
比
喩
を
含
ん
だ
部
分
を
本
文
か
ら
抜
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
生
徒
の
割
合
は
九
．
二
％
で
あ
る
。 

○
文
学
的
な
文
章
を
読
ん
で
、
印
象
的
な
場
面
や
描
写
を
取
り
上
げ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
面
か
、
な
ぜ
印
象
に
残
っ
た
か
な
ど

を
説
明
す
る
な
ど
し
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
交
流
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

○
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
書
評
、
本
の
ポ
ッ
プ
な
ど
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
と
自
分
の

も
の
の
見
方
や
考
え
方
と
対
比
さ
せ
て
新
し
い
考
え
方
を
知
っ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
再
構
築
し
た
り
す
る
学
習
活
動
も
有

効
で
あ
る
。 

五 

…
「
活
動
内
容
」
の
「
２
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
結

論
が
出
な
か
っ
た
の
で
、
あ
と
て
も
う
一
回
話
し
合
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
漢
字

三
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。 
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③ 成果と課題 

 

全
体
的
な
状
況 

成果 

◇ 知識（Ａ問題），活用（Ｂ問題）ともに全国と同程度である。 

◇ 「話すこと・聞くこと」の正答率は，昨年度に引き続き全国と同程度である。 

◇ 読書が好きな生徒の割合は，全国より高い状況が続いている。 

課題 

◆ 「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が全国を下回っており，特に「漢字

を正しく書くこと」が改善されず，継続した課題である。 

◆ 無解答率が全国より高い設問が増加している。 

◆ 生徒質問紙において「国語が好き」，「授業内容がよく分かる」と回答した生徒は,

昨年度と同程度であるが，全国より低い。 

 

話すこと 

聞くこと 

◇ 相手に分かりやすいように語句を選択して話すこと【Ａ７一】，話すための材料を，人

との交流を通して集めること【Ａ７二】は，全国を上回っている。 

書くこと 

◇ 文章の構成を工夫して，分かりやすく書くことは，全国を上回っている【Ａ５一】。 

◆ 表現の仕方について捉え，自分の考えを書くこと【Ｂ１三】や，必要な情報を集めるため

の見通しを持つこと【Ｂ３三】は，全国を下回っている。 

読むこと 

◇ 文章の要旨を捉えることは，全国を上回っている【Ａ４一】。 

◆ 場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み，内容を理解することは，全国を下

回っている【Ｂ１二】。 

伝統的な言語

文化と国語の

特質に関する

事項 

◇ 古典（「徒然草」）のジャンルについて理解することは，全国を上回っている【Ａ９七２】。 

◆ 「組織のキボを大きくする」【Ａ９一１】が全国を大きく下回っているなど，漢字を正

しく書くことに，継続して課題が見られる。今年度は３問中２問が全国を下回ってい

る。教科指導はもとより，他教科等の学習の中でも同音の漢字や字形が似ている漢字

などの間違えやすい漢字について意識させることが大切である。 

◆ 文脈に沿って適切な語を選択する問題「えりを正して話を聞く」【Ａ９三ア】は全国を

大きく下回っており，語句の意味を理解し，正しく使うことに課題が見られる。 

◆ 結論が出なかった状況を「再検討（または保留など）」と表記する問題【Ａ９五】は，

全国を下回っており，無解答率が全国を上回っている。事例や行為を表す多様な語句

について理解することに課題が見られる。学校生活等でのさまざまな事象や行為を表

す適切な言葉について，考えたり調べたりするなどの学習活動が有効である。 

その他 

◇ 学校質問紙における「前年度までの国語科の授業の状況」について，【６７】「書く習

慣を付ける授業を行ったか」(千葉95.1％，全国95.7％)，【６８】「様々な文章を読む

習慣を付ける授業を行ったか」(千葉90.9％，全国90.6％)，【６９】「漢字・語句など

を定着させる授業を行ったか」(千葉99.0％，全国98.4％)という質問に対しては，ど

れも９０％以上の学校が肯定的な回答をしており，全国と同程度である。 

◆ 生徒質問紙における｢国語の授業｣について，【７７】「発表するとき，意見がうまく伝わ

るように話の組み立てを工夫しているか」(千葉53.0％，全国55.6％)，【７８】「考え

を書くとき，その理由が分かるように気を付けているか」(千葉63.5％，全国65.9％)

という質問に対しては，肯定的解答の割合は全国より低い。「書くこと」の指導につい

ては，根拠として取り上げる内容が適切かどうか吟味することや，書く目的を意識し

て，見通しをもって材料を集めるよう指導することが大切である。 

 

 



－ 27 － 

 
授業アイディア例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイディア例」より）  


